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滋賀の伝統野菜を考える

遺伝資源から見た滋賀の伝統野菜遺伝資源 見 滋賀 伝統野菜

ー滋賀県特有農産物を守り育てたいー

木島温夫

キ ワ ド

1スロ－フ－ド

キ－ワ－ド

1.スロ フ ド

地産・地消・地域の特産物

2.動態保存

野菜等の農作物の品種は文化財である。

一度失うと、復元不可能な文化財である。

滋賀県には多くの特有な滋賀県には多くの特有な
農作物が存在する。

カブラ、ダイコン、食用キク、コメ、カンピョウ、
コンニャク、オオボウシバナ、アイ、イグサ等

しかし、それらの多くは栽培されず、消

ン ャク、オオボウシ ナ、アイ、イグサ等

失しつつある。

種子だけが残 ても 栽培されなければ種子だけが残っても、栽培されなければ、
文化としてはなくなる。

栽培して残す 動態保存

「毛吹草」（1645年）に「毛吹草」（1645年）に

見ることができる近江
の農産物の農産物

苅安（カリヤス）、蜩大豆（ヒグラシマメ）、納
小豆（オサメアズキ、世俗に是ヲ大納言ト云）、
青花紙、志賀山中大根、膳所米、奥島表、
八幡円座、燈芯、伊吹蓬艾（モグサ）、當歸
（トウキ）、山葵（ワサビ）、独活（ウド）、兵主
菜、観音寺納豆



滋賀県植物誌 北村四郎編 1968年

オオボウシバナ、ヒノナ、カリヤス、

日本産物誌 伊藤圭介 より引用 オオミカブラ、カ

オオボウシバナ、ヒノナ、カリヤス、

ラ、
ンピョウ、イ、チャ、カヤ、ムベ、キハダ、
クズ、タバコ

近江興地志略（1734）より引用 キハダ、イ、チャ、カヤ、

タバ 教草

烟草：慶長十年ポルトガル人が長崎に植えたのが始め

タバコ
烟草 慶長十年ポルトガル人が長崎に植えたのが始め

一等大隅他、二等相模他、三等近江中野他

明治5年から9年に諸国産物の製造課程を図示

蒲生郡中野村は水利が悪く、水田が殆ど作れなかったのでタバコ栽培は魅力
的であった。慶長14年以後度々喫煙や栽培の禁止令が出されるが、延命茶等
と称して密売が絶えなかった。明治45年中野村では滋賀県全生産の80％を占と称して密売が絶えなかった。明治45年中野村では滋賀県全生産の80％を占
めていた。

イグサ 教草イグサ

畳表 諸国より出る 備後表が最もよく 備前、備中、丹波、近江、尾張、
加賀等よりも出る

和漢三才図会和漢三才図会

燈芯にイグサの茎のずいを用いる。武州の産は肥大で最上、江州
の産は二番で、備後、備中の産はずいが少なく、燈芯の採取には
適さない。

近江カリヤス近江カリヤス

（刈

伊吹山中に生育する染
料植物

（刈
安）

黄色に染色する



滋賀県特有作物滋賀県特有作物

カブラ類カブラ類

ダイコン類

キクキク

オオボウシバナ

カリヤスカリヤス

コンニャク

ハス

北乃庄カブ

柳ダイコンハス

イグサ

他他

ダイ

伊吹ダイ ン

ダイコン

伊吹ダイコン
辛味ダイコン

ねずみダイコン

江戸時代全国的に有名だっ江戸時代全国的に有名だっ
た

伊吹ダイコン

ダ山田ダイコン

柳ダイコン（南志賀柳田庄）柳ダイコン（南志賀柳田庄）

細口大根とも言う 近江名産、柳大
根兵主蕪を一雙とす －近江興地根兵主蕪を 雙とす 近江興地
志略－

山中ダイコン（志賀山中）

毛吹草 淡海地

現在もこれらの種子は
般 売

－毛吹草－、 －淡海地
志－、 －日本名所風俗
図会－

一般に販売されている。

北まわり北まわり

日本

南まわり

アフガニスタン
付近

カブの原生地（ふるさと）から日本へのでんぱん



西洋系カブラ
西洋系カブラは中国から日本
海を渡 本 北陸 東北

西洋系カブラ

海を渡って、日本の北陸・東北
地方の日本海側に伝わった。

ブ在来系カブラ

南西から西日本

境界ライン

南西から西日本
へ伝わり拡がった

食用菊食用菊
料理菊

阿房宮 東北地方
料 菊

坂本ギク 滋賀県

花弁（舌状花）を食用とする

・刺身の「つま」として利用

・花弁（舌状花）を食用とする

観賞用のキクと同じ種類のキク観賞用のキクと同じ種類のキク

学名は Chrysanthemum morifoliumy

キクの中で苦味がなく、味や香りの優れたもの



問題点問題点

長年同一長年同
品種を育て
ているため、ているため、
品種がウイ
ルスや病ルスや病
気に汚染さ
れている。れて る。

↓

非常に育
てにくい。く 。

1991年滋賀県

農業試験場で農業試験場で
茎頂培養に成
功する功する。

私たちも茎頂培養に成功しました。

成長点培養で再生した坂本キク

平安時代の記録平安時代の記録

延喜式 927年

諸国進年料雑薬

甲斐国十 種甲斐国十二種、
黄菊花十両、

近江国七十三種近江国七十三種、
黄菊花一斤二両、

下野国、若狭国、
阿波国、讃岐国阿波国、讃岐国



食用キク食用キク

（延喜式の時代には）（延喜式の時代には）
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清良記第七巻清良記第七巻
「親民鑑月集」

戦国時代末期、
四国宇和島の四国宇和島の
弱小領主土居
清良の一代記清良の 代記

「親民鑑月集」
は日本におけ
る最初の農書る最初の農書

1628年

岩崎潅園 本草図譜 1828年 甘菊 りょうりぎく

坂本キク

坂本キクの染色体数は基本的には正6倍体（2n＝54）
坂本地方在来食用ギクの変異に関する育種

学的基礎研究 宇野 市橋 木島 渡邊学的基礎研究 宇野、市橋、木島、渡邊
園芸学会雑誌62別冊1 1993年

鑑賞用ギクの染色体数は2n＝54が多い。
変異範囲は2n＝53～63

栽培ギクの染色体研究（第1報）遠藤栽培ギクの染色体研究（第1報）遠藤
園芸学会雑誌 第38巻 第3号 1969年

料理ギクの染色体数 阿房宮 2n＝54、
延命楽 2n＝63

品種による変異範囲は2n＝53～65
栽培ギクの染色体研究（第2報）遠藤栽培ギクの染色体研究（第2報）遠藤
園芸学会雑誌 第38巻 第4号 1969年



オオボウシバナ（アオバナ）

圧搾で得た花弁の青
色の液を和紙に塗り
つける

テ の力 花弁を圧搾テコの力で花弁を圧搾

アオバナ色素で手描きアオバナ色素で手描き
友禅染の下絵を描く


